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愛知健康センター第3年 度 (9310.23～ 94・7.22)のあゆみ

《 集 会・交流会・学校・大学 》
1.931023～ 24 第 4回いのちと健康を守る学校、第3回総会 大山館
・       (当 初 7.10～Hに開催することにしていたが、解散・

総選挙とかさなり急速無期としました。)講師
潜蟹窪交与亨盆田稽と行

~法律・佐久問信司、
1    2

参加者 21団体 ・60名

2.93.11.28   第 3回労働安全衛生活動学習交流集会   女 性会館

参加者 14団体・25名

3.98.12.12   第 2回 地方でのいのちと健康を守るとりくみを育てる

ための交流集会 大阪市・東興ホテル

参加者 愛 知から 3名参加、
4.93.12.21   名 水労の強場見学 (安全衝生活動の調査)    ・

見学場所 。本庁、名城下水処理塩、中業務所、研ほ会館

参加者  8名 、    ・

5.94.1.22   第 5回 いのちと健康を守る学校     女 性会館

講師 (名古屋大学付属病院 ・覇川裕平)

(名古屋大学医学部・山田信也 )

参加者 14団体・27名

6.34.2.6   夜 動規制シンポシウム      北 社会教育センター

講師 (名古屋大学医学部 ,山田信也 )    ・

参加者 21団 体・59名      !
7.94.5,12   医 療と看護を語るシンポジウム    中 区役所ホール

主催 医 労連、愛知健康センターなど7団体

3 .

4 .

労災・裁判 》

山内過労死裁判  (最 高載)

署名提出 第 3次  93.8.27

第4次  94.314

第 1次からの累剖

1994.2.23「山内過労死裁判を

参加者 7団 体・|

大同特殊鋼過労死労災認定

故・松永安弘氏  (半 田騒

故 ・篠原慶人氏  (南 監瑠
1994.1.11 愛 知労働基準盾

審査の公正と寄

三恵摘密・田畑 操 さん労災ヨ

lg94.3.15 審 査請求を認E

「名古屋過労死を考える家族α

① 西 杜杷島タクシー故・.渡芝

1994.2.9判決五期 3.2再
7.4もひきつづき 『弁お再掛

公正裁判を求める署名は、

累計 団 体署名 247団 料

金田 '県下各方面から署程

裁判官の異動もありました

お願いする。家族は、渡混

の 問 根 ・嘉戸工務店、故・】

損害賠償請求裁判と 「不夢

取り組んでいる。

1993.10.26「済コ労災裁半

参加者 10団 体 22名

問組と嘉戸工務店に対し

運動をとりくむ.

1993.11.30閣組名古屋鄭

申し入れる。

1994.4.13「栄総行動実行

する。 「支援する会」参

駅」出入日前で、早朝ピラ

参加者  300名   ｀
8 945.12く 7.21第3親  い のちと健康大学

(6回講豪)参 加者  ① 5/12.16名 の 5/26.10名

④6/23,11名 07/7. 24名

ニユース、バンフ等発行》
「いのちと健康ニュース」は、NO.43～68まで発行.
「山内過労死裁判」バンフ、A5版 、P32、300開 発 行予定.

役員会 )

理事会   第 1回～第 6回

事務局会議 第 1回～第 6回

女性会館

③6/8.25名

⑥7/21,t4名

く
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6回 開催



1994年  8月 15日

のちと健康を守るセンター

市中区平和二丁雷2番 3号

F ミ▲L.FAX  052-322-8406

発千子責任者 中 原 東 四景単

した愛知健康センターのF第3範

③ 1993.H18「 団体生命保険のあり方を考える
参加者 50名

住友電設【K・故鈴木龍雄さんの 「団体生命
会社側が生命保険金を、約9700万 円受取り
の死亡見舞金を支払っただけで会社が独り占
求める裁判です。 家 族は、鈴木美穂さんで

④ 東 海銀行ローン業務センター故・松井靖夫氏
門93.H.19「全国家族の会」中央行動のなメ

署名」12480名分を銀産労愛知県支部 (山田
へ提出した。 家 族は、松井昭子さんです。

5.王 子製紙 ・春日井の山本英之氏労災休案補償認
作業中に、左手中指先裂信し縫合する。診断
を要する」.会 社は、規定を理由に4日間の
いとした.そ のため休楽補償は14日 目の1
1993.9.22 会社の不当扱いを是正勧告する〔

した。  ・

( 調 査 》

1.「 第3回  労 働安全衛生実施調査」   6月
期間 1993.4.1～1994.3.31    頂 査用
〔,相談 )
I.東 三河生協より産業医の容嘱について韓旋の
2.愛 高敬より簡生管理者の権限問題で相淡.・

労災 ・裁判 》

山内過労死裁判  (最 高裁)
署名提出 第 3次  93.8.27  178団体  2.H6名

____二 笙二盗_94.314  142団 体  1.903名
・    第 1次からの累計 623団 体  14.600名
1994.2.23「山内過労死裁判を勝利させる集い」  女 性会館

参加者 7団 体・26名

大同特殊鋼過労死労災認定

数・松永安弘氏  (半 田監督署扱い)92.7.12審 査3宮求提出
故 ・篠原慶人氏  (南 監督署扱い) 92.10.6審 査請求提出
1994.1.11 愛 知労働基準局・労災保険審査官 (河村.松 永)に 、

審査の公正と早期裁決を要請する.
三恵精密 ・田畑 操 さん労災泌定 (豊橋監督君級い)
1994.3.15 審 査請求を認めす却下.再 審査提出を検討中.
「名古屋過労死を考える家族の会」関係
① 西 批杷島タクシー故・.渡辺錠平氏過労死控訴事件 (名高裁)
1994.2.g判決五期 3.2再 江期で、5.9に 「弁論再開」となる。
7.4もひきつづき 『弁給再開Jと なる。
公正裁判を求める署名は、第 1次提出から第7次提出まで
累計 団 体署名 247団 体、個人署名 17.183名
全国 。県下各方面から署名の御協力を得ました.
裁判官の具助もありましたので、新署名用紙でひきつづき署名を
お願いする.寝 族は、渡辺 亘 子さんです.

の 問 組 ・嘉戸工務店、故と渡辺一夫氏過労死労災裁判 (名地裁)
損害賠償請求裁判と「不東給」取う消し訴訟裁判の二つの裁判を
取り組んでいる。
1993.10.26「済初労災裁判を支援する会Jを 結成する。
参加者 10団体 22名       ,
問組と嘉戸工務店に対して 「協力と誠意を求める要請」署名の
運動をとりくむ.
1993.11,30間組名古屋支店へ申し入れする。12.17嘉戸工務店に
申し入れる。

1994,4.13「栄総行動実行委員会」で、早期解決で申し入れ交渉
する。 「支援する会」参加団体で問組名古屋支店前と 「丸の内
駅」出入□前で、早朝ピラ配布をおこなうと
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③ 1993.H.18「 甲体生命保険のあり方を考える集会」東別院青少毎会館

参加者 50名

住友電設KK・ 故鈴木龍雄さんの 「団体生命保険請求訴訟」裁判は、

会社側が生命保険金を、約3.700万円受取りながら遺榛には10万円々
の死亡見舞金を支払っただけで会社が独り占めしたので、支払いを

求める裁判です。 家 族は、鈴木美穂さんです。

④ 東 海銀行ローン業務センター故・松井靖夫氏労災認定再審査請求.
1993.H.19「全国家族の会」中央行動のなかで、 「労災認定を求める

署名」12.480名分を銀産労愛知県支部 (山田委員長)が 労働保険審査会
へ提出した。 家 族は、松井昭子さんです。

5,王 子製紙 ・春日井の山本英之氏労災休楽補償認定請求.

作業中に、左手中指先裂傷し縫合する。診断書は 「2週間の休楽、治寧

を要する」.会 社は、規定を理由に4日 間のみ休楽とし5日 目は出動扱
いとした.そ のため休察補償は、4日 目の 1日分のみ秘定された。
1993.9.22 会 社の不当扱いを是正勧告するよう名古屋北監督署に要請

した.  ・         ｀

( 減 査 》

1.「 第 3回  労 働安全衛生実施調査」   6月 末集約

期間 1993.1.1～1994.331    調 査用紙配布  500事 業所

《_相談 )
I。 東三河生協より産業医の委嘱について斡旋の相談.
2. 愛 高敬より脩生管理者の権限問揮で相談.・

ルツことこ.
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執職員の健康とい(Dちを守ると号くみ
∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞ ∞

[愛知県高等学校教職員組合]

1.職 場ごとの (安全)衛 生委員会

,2年 ロヘ

職場ごとの (安全)衛 生委員会は

2年 目に入り、愛高教代表5名が参加

する 「県教委総括安全衛生委員会」の

活動とあわせて、いくつかの貴重な

前進を作り出しています。

特に、分会が意識的に健康問題に

取り組み、労安委員として衛生委員会

にも入って会議をリードした職場で

は、大府養護のMRSA対 策など前年

度の成果に続いて、喫煙 。禁煙問題の
・
対応や照明の改善など主として職場

環境の改善に目に見える成果をあげて

います。
″

また、愛高教代表の主張をうけて

県教委が夏休み前に実施した 「職場の

安全衛生に関する実態調査」も、休養

室 ・更衣室 ・喫煙室の不備、障害児

学校の腰痛対策の緊急性などの課題を

あらためて鮮明にしただけでなく、

県教委名での全校調査が影響して、

「健診結果と指導区分の本人通知」や

「宿泊行事参加の事前健診」を行なう

職場が増えるなど、
一定の波及効果を

生みました。
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2.(安 全)衛 生委員会の確立 ・定着

をめざした愛高教のとりくみ

この間、愛高教は、委員の正しい

選任や 「喜ばれ頼りにされる委員会

活動」の定着をもとめて、4月の支部

会議に 「要請」を出したのをはじめ、

全県 (4回 )と 支部 (学期に1回)の

労安部長会議で交流・意志統
一を進め

ました。

また、 「健康とストレス」アンケー

ト (・93年 2月)や 県教委の 「職場

実態調査」 (6月 )の 結果も報告し、

問題点を掘り下げるとともに 『愛高教

労安二出_―ス』 (20～23号)に まとめ

て職場に返す情宣も重視しました。

さらに、愛知健康センターや全教

主催の学習交流会や労安講座にも積極

的に参加し、他の先進労組からも学び

ました。

春休みに実施した 「教護教諭アンケ
ート」から養譲教諭 (や衛生管理者)

の悩みを集約し、 「養護教諭の集い」

(・94年 1月)を 開いて交流しました。

そのうえに 「県教委総括安全衛生委

員会」 (3回 )で は、職場の委員活動

の推進や問題解決にむけて積極的な発

言・提言を重さねました。

労安活動は、労使が対等の立場で

「全会一致」を原則に進めるもので

あるだけに、今後も学習・交流・調査
・情宣を中心とする取り組みを着実に

積み上げ、説得力ある具体的な要求を

練りあげること、分会が中心になって

お互いの健康を気遣う気風を職場に

つくることが大切です。

(愛高教94年度運動方針 「総括」抜粋)



くらしの中に運動を

健康を維持するために必要な運動
身体と心にかなった運動の選び方

私たちは、健康や体力を維持するた

めに生きているわけではありません。
一人ひとりそれぞれ生きる目的があ

り、仕事があります。

だからこそ、それを実行するために

は健康でなければならないし、体力も

必要です。そのための手段として、

運動はとても有効です。

では、数多い運動の中から、どんな

運動を選べばよいのでしょうか。

次の表は、運動をそのやり方によっ

て分けたものです。        、

このうち、健康の維持を目的として

運動を行なうなら、④のエアロビクス
トが最適です。

子ユ悪姦導:総舞鶏鶴闘麟霊
i贅鱒 鶏部軽較乾義t球|
エアロピクスとは、長時間にわたっ

てたくさんの酸素をとり入れながら行

なう運動のことで 「有酸素運動」と訳

されています。

私たちが生きているということは、

酸素と栄養分をとり込み、炭酸ガスと

老廃物を排出しているということです

から、酸素をうまくとり込み身体の

すみずみまで運ぶ機能は、健康の源で

あり、病気を予防するキーポイントに

なります。

また現在、健康上の大きな問題にな

っている成人病。その原因の大部分は

心肺機能に集約されています。

ですから、生活のなかで心肺機能を

高める運動を継続することは、成人病

の予防。治療にも有効なわけです。

酸素をとり込む能力を高め、心臓の

働きを活発にし、血行をよくする運動
―キーそれがエアロビクスです。

運動の4つのタイプ

運動には、運動中の筋肉の使い方

からみたアイツトーニクス、アイソメ

トリクス、また酸素の使い方からみた

アエロビクス、エアロどクスの4つの

タイプがあります。

① アイソトーニクス

筋肉を緊張し続けながら動きを伴う

運動一=懸 垂、重量あげ、碗立て

ふせなど。筋力、筋持久力、腱、

靭帯の強化に役立ちます。

② アイソメトリクス

筋肉だけを緊張させ動きを伴わない

運動――動かないものを強く押すな

ど。筋力を強化します。

③ ア ネロビクス (無酸素運動)

短時間の激しい運動一一短距離走、

短距離の金力水泳など。瞬発力を

高めます。

④ エ アロビクス (有酸素運動)

時間をかけた楽な運動――ウォーキ

ング、水泳、サイクリングなど◇

全身持久力を向上させ、心肺機能を

高めます。

(大同生命健康保険組合1993/10発行)

(「健康づくり全書Jよ り抜粋)

田 ロ


